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絆の断絶」［une rupture du lien de l’homme et du monde］［IT: 220=237］という事態であり、「われわれが
もはやこの世界を信じていない」［IT: 223=239］という現代的事態である。それを受けて我々は信を別の形で取
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体現者にもなる」［Rodowick 1997: 73］。 
こうした映画に内在的な側面のみならず、ドゥルーズは時代状況の影響をも示唆している。第二次世界大戦の
惨禍である。「古典的な映画」の時代と「現代的な映画」の時代を分かつ地点に、ドゥルーズは第二次世界大戦を
置いている［Sinnerbrink 2016: 56; 福尾 2018: 86］。実際、感覚運動図式の断絶を引き受け新しいイメージを
確立したと評価されるのは、フランスのヌーベルヴァーグやイタリアのネオ・リアリズムなど、戦後映画である
［IM: 284=365-366］。大戦の惨禍において行動する人間の無力が残酷に突きつけられた、その厄災の重荷をド
ゥルーズの映画論は背負っているのだとも指摘される［O’Donnell 2017: 6; Marks 2003: 114］3）。 
行動に対する一種の懐疑が映画の内外に漂う行動イメージの危機の果てに、ドゥルーズは映画に新たな表現が





















我々はもはや、包括的な状況が行動のきっかけとなり［donner lieu à une action］、その行動が状況を変更
できるとは、ほとんど信じていない［croyons］。我々は、たとえ部分的であっても行動が状況にその姿をあ
らわにするよう強いることができるとは、なおのこと信じていない［croyons］。この上なく「健全な」錯覚
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ができるようになった」［elle a appris à voir］［IT: 9=3］と学習［apprendre］の語彙が用いられる箇所を挙げ
る。他にも、見者となった登場人物を指して「彼らは『見る』ことができるようにならなければならない」［il faut 
qu’ils arrivent à «voir»］［IT: 168=178］、「見ることができる、見させることができる」［capables de voir et de 
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［nous avons besoin de raisons de croire en ce monde］。これはまさに信の転換であ
る。〔……〕知のモデルを信によって置き換えること。しかし信が知に取って代わるのは、信があるがままの
松枝：ドゥルーズ『シネマ』における「信の転換」の倫理 
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組む研究として、［福尾 2018: 104-118］を参照。 
4) 『シネマ２』出版と同年のインタビューでも、ドゥルーズは感覚運動図式が信に支えられたものだという考えを表明
している（既訳では「抜きがたい思い込み」と訳出されている）［PP: 167-168=246-247］。 
5) 一例として、『黒い罠』（Touch of Evil）の検事ヴァルガスが法で裁こうとする真正な人として、同作品の刑事クイン
ランが法抜きに裁こうとする病者として、また『オセロ』（Othello）のオセロが前者として、イアーゴが後者として挙
げられている［IT: 184=196］。 
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